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平
成
同
年
第
3
回
定
例
会
が
、

9
月
9
白
か
ら
叩
月
4
日
ま
で
の
お
臼
聞
の
日
程
で
閑
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
繍
正
予
算
お
よ
び
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ら
び
に
平
成
日
年
度
決
算
な
ど
市
長

鑓
出
獄
案
臼
件
を
審
織
し
、
約
輪
(質
成

u市
民
自
由
ク
ラ
ブ
、
引
健
紀
ク
ラ
ブ
、
五
月
会
、
平
一
潟
市
続
会

公
明
党
、
民
主
新
政
ク
ラ
ブ
、
反
対

H
B
窓
共
産
党
千
葉
市
級
会
綴
員
団
)
が
行
わ
れ
、
探
決
の
結
果
、

一

般
会
計
補
正
予
鍔
な
ど
ア
件
に
つ
い
て
は
、
質
成
多
数
に
よ
り
、
介
謹
保
険
家
策
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

判
件
に
つ
い
て
は
、
会
会

一
致
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
忽
認
・
同
意

・
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人

権
協
加
議
委
員
の
推
薦
の
う
ち
1
件
に
つ
い
て
は
、
質
成
少
数
に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
意
見
害
行
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、
苔
会
派
の
代
表
質
疑
が
7
名
の
議
員
に
よ
り
、
一
般
質
問
が

ロ
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
日
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
で
構
成
す
る
決
鋒
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
密
室
し
ま

し
た
。

56人が参加した中学生議会(市級会綴:Uj)

可

決

7乙

な

~I 
案

主

し

予

算

牢
一
般
会
計
補
正
予
符

国
感
情
柵
助
金
の
決
定
に
伴
い
、
土
地
区
画
霊
理
窃
浪

費
お
よ
び
欝
我
特
定
地
区
に
袖
障
壁
¢
れ
る
メ
タ
ン
発
協
ガ

ス
化
総
級
へ
の
恕
段
m
H術
助
金
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

防
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
な
ど
に
対
す
る
運
営
費
補
助
金

ゃ
、
国
の
指
定
を
受
け
た
市
立
千
一
釜
高
絞
の

「ス
ー
パ

ー

・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
研
究
間
発
費
な

ど
に
、
合
わ
せ
て
十
一
億
九
千
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
・

こ
の
財
源
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税
-
一
億
四
子
四
百
万

円
、
県
支
出
金
一
一
億
四
平
八
百
万
円
、
市
債
六
億
八
千

四
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
.

こ
れ
に
よ
り
、

一
般
会
計
の
予
線
総
額
は
、
三
千
四
百
五

十
六
億
三
千
百
万
円
と
な
り
ま
す
・

牢
特
別
会
計
術
正
予
算
(
企
業
会
計
を
含
む
}

介
窓
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
3
事
業
会
計
に
、
合

わ
せ
て
二
十
八
宿
陣
三
千
三
百
万
国
リ
を
追
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

企
業
会
計
を
含
め
た
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
、
三
千
四
百
三
十
一
一
億
一
千
百
万
円
と
な
り

ま
す
。《

秦

例
~ 

*
千
葉
市
男
女
共
同
参
画
ハ
ー
モ
ニ
ー
条
例
の
制
定

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
関
し
、
塁
本
理
念
を
定

め
、
市、

市
民
お
よ
び
事
業
者
の
役
割
を
悶
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
時
四
位
県
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
悼
推
進
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

本
千
葉
市
地
区
計
函
館
守
の
区
織
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
粂
例
の
一
部
改
正

花
見
川
区
の
こ
て
は
し
償
戸
団
地
お
よ
び
緑
区
の
お
ゆ

み
野
駅
北
地
区
の
地
区
計
画
区
織
の
う
ち
地
区
箆
備
計

画
が
定
め
ら
れ
た
区
岡
崎
官
官
迎
用
範
図
と
す
る
た
め
、
条

例
の

一
舗
を
改
正
し
ま
す
。

《町
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更
》

住
居
表
示
盤
崩
酬
額
終
の
実
施
に
伴
い
、
中
央
区
弁
天

町
を
弁
天
1
丁
目
お
よ
び
2
丁
目
に
変
更
す
る
と
と
も

に
、
区
械
の
一
部
を
新
千
葉
1
丁
目
に
変
更
し
ま
す
。

《土
地
の
取
得
》

*
看
護
師
養
成
施
設
用
池
と
し
て
、
中
央
区
青
葉
町
の

土
地
を
十
九
億
三
千
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

*
柑
叫
取
第
六
小
学
校
(
仮
称
)
用
地
と
し
て
、
緑
区
お

ゆ
み
野
南
4
丁
目
の
土
地
を
二
十
一
億
四
千
百
万
円

で
取
得
し
ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

唯
夫
宮
学
園
お
よ
び
盛
町
中
学
校
の
改
築
工
事
を
総
額

十
八
億
七
千
万
円
で
行
い
ま
す
。

*
大
木
戸
小
学
校
大
規
復
改
修
工
事
を
二
億
七
千
百
万

円
で
行
い
ま
す
。

*
市
営
住
宅
星
久
喜
町
第
2
図
治
廷
笛
事
業
建
築
主
体

工
窃
を
二
億
六
千
九
百
万
円
で
行
い
ま
す
・

*
花
島
公
団
公
園
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
}
新
築
工
間
引
を
+

二
億
八
百
万
円
で
、
問
低
利
祭
電
気
設
備
工
思
を
三
億

五
千
七
百
万
円
で
行
い
ま
す
.

*
花
見
川
消
防
署
新
築
工
事
を
五
億

一
千
八
百
万
円
で

行
い
ま
す
。

決

算

平
成
日
年
度
一
般
会
計
の
決
鍔
額
は
、
銭
入
三
千
四

百
五
十
三
億
四
千
四
百
万
円
、
続
出
三
千
三
百
七
十
五

億
一
千
八
百
万
円
と
な
り
、
位
刊
別
会
計
お
よ
び
企
総
会

計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
決
鍔
額
は
.
銭
入
六
千
五
百

七
十
八
億
八
千
七
百
万
円
、
歳
出
六
千
五
百
三
十
=
億

一
千
八
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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常
任
委
員
会

9
同
日
日
に
聞
か
れ
、
市
長
提
出
議

案
お
件
、
陳
情
7
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
翻
案
を
可
決
し
た
ほ

か
、
陳
情
は
、
採
択
送
付

1
件
、
不
採

択

1
件、

継
続
審
査
5
件
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
閉
会
中
の

8
月
包
臼
に
都
市

消
防
委
員
会
が
関
か
れ
、
陳
情

2
件
を

審
査
し
た
ほ
か
、

7
月
ゆ
自
に
総
務
委

員
会
が
、

7
月
例
日
に
保
健
下
水
委
員

会
が
、

8
月
お
自
に
経
渓
教
育
委
員
会

が
閑
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
務
に
つ

い
て
翻
査
し
ま
し
た
。

総務委員会審琶m.!'l<

総
務
委
員
会

一
般
会
計
術
正
予
算
や
千
菜
市
男
女
共
同

参
画一
ハ
ー
モ
ニ
ー
条
例
の
制
定
な
ど
議
案
7

件
、
陳
情
2
件
を
審
査
し
、
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
条
例
の
制
定
に
関
し
、
男
ら
し

さ
‘
女
ら
し
さ
の
文
書
房
長
例
前
文
に
飽
鈍

す
る
こ
と
の
是
非
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
か

あ
り
ま
し
た
。

V
政
令
指
定
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
男
女
共
同

参
画
条
例
を
求
め
る
陳
情

不
録
択

保
健
下
水
委
員
会

-
般
会
計
部
比
予
鍔
や
下
水
道
事
業
会
計

術
疋
弔
命
な
ど
蟻
累
7
件
、
際
情
乏
件
を
窃

盗
し
、
怠
附
雨
水
貯
留
幹
線
益
備
に
関
し
、

飽
鼠
腕
躍
踊
酬
の
理
由
お
よ
び
効
祭
、
ま
た
、

9

月
7
目
、
8
日
の
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
抽
阻
害

状
況
と
現
状
の
大
雨
対
策
、
水
喜
多
発
地
織

へ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

環
境
建
設
委
員
会

一
般
会
計
術
正
予
算
な
と
議
案
3
伶
を
審

査
し
、

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、

メ
タ
ン
発

協
ガ
ス
化
絡
殺
建
制
限
飽
術
助
事
祭
に
関
し
、

施
殺
の
機
海
巡
定
理
由
や
食
品
廃
棄
物
処
砲

の
現
状
と
総
殺
建
綬
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
向
上
見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
.を
め

り
ま
し
た
。

経
済
教
育
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
お
町
中
字
絞
改
築

工
事
藷
負
契
約
な
ど
議
案
4
件
、
陳
情
1
件

を
審
査
し
、
国
制
町
中
学
綬
改
築
工
事
請
負
契

約
に
関
し
、
従
来
の
校
舎
と
比
較
し
て
の
絡

怨
内
容
の
特
色
お
よ
び
沼
上
緑
化
に
伴
・
つ
荷

m
mに
対
す
る
強
度
確
保
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
、
鈎
妓
〈
主
め
り
ま
し
た
・

都
市
消
防
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
花
鳥
公
園
公
国
セ

ン
タ
ー

(仮
称
)
新
築
工
事
請
負
契
約
な
と

議
案
8
件
、
陳
情
2
件
を
審
査
し
、
公
毘
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
お
よ
び
駐
車
斜
金
、
公
団

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

V
F鯨
我
駅
周
辺
に
お
け
る
綾
獄
の
務
祭
同
期
泡

検
次
ひ
宗
教
施
級
麹
践
に
反
対
す
る
際
情

同
開
択
必
付

花島公団公園センター(1!2l事}完成予!!!図
(~見川区花島町}

な
お
、
常
任
委
員
会
に
お
け
る
所
管
事

務
翻
窓
は
次
の
と
お
り
で
す
・

ψ

小平
家
市
人
材
育
成
・
活
用
益
本
方
針
の
策

定
等
に
つ
い
て

(
7
/ゆ
総
務
鐙
員
会
}

*
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

(

総

務

委

員

会

)

*
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
暴
本
計
画
〈
健
康

日
本
引

・
千
葉
市
計
画
〉
(
仮
祢
)
原
案
等

に
つ
い
て

{7
/
以
保
健
下
水
委
員
会
}

*
千
葉
港
・
港
湾
計
画
の
改
訂
(
千
葉
市
綬
}

等
に
つ
い
て

(8
/
幻
経
済
数
膏
委
員
会
}

本
一
男
女
混
合
名
簿
に
つ
い
て

{
経
済
制
制
膏
委
員
会
}

*
締
我
特
定
地
区
に
係
る
進
妙
状
況
に
つ
い

て

(

都

市

消

防

愛

員

会

}

大
都
市
税
財
政
制
度・

地
方
分
権
調
査
特
別
委
員
会

9
月
6
日
に
関
か
れ
、
大
都
市
財
政
の

実
態
に
即
応
す
る
財
源
の
鉱
充
に
つ
い
て
の

要
望
な
ど
を
協
殺
し
ま
し
た
・

ま
た
、

間
同
9
Bに
も
隠
か
れ
、
党
派
別
要

四凪運
動
に
係
る
本
市
の
量
一
点
要
望
務
項
に

つ
い
て
協
餓
し
ま
し
た
.

少
子

・
高
齢
化
社
会

対
一策
調
査
特
別
委
員
会

8
月
6
日
に
開
か
れ
、
今
回
刷
の
委
員
会
の

進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、

m
R
9日
に
も
関
か
れ
、
-
E

向
協
社
会

に
お
け
る
都
市
環
境
の
箆
仰
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

佐
々
木

森佐
々
木

田

平

森小
金
沢

常茂康久 i'.t久

季 樹子昭樹昭

委

員

長

割

愛

員

長

第

一
分
科
会
主
査

同

副
主
賓

第
二
分
科
会
主
登

同

副
主
澄

平
成
は
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
牌
特
別
会
計

決桝
抑
制
附
潔
を
審
査
す
る
た
め
、

9
周
初
日

に
、
会
議
員
で
偶
成
す
る
決
箆
寝
蛮
特
別
餐

員
会

{2
分
科
会
)
を
設
包
し
、
計
6
日
間

に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
・

ゆ
月
3
Bの
決
判
開
審
査
院
吋
別
餐
員
会
で
は
、

2
分
科
会
の
審
澄
筏
婆
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、

各
会
派
の
怠
見
表
明
が
7
名
の

委
貝
よ
り
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
会
計

決
鍔
を
原
案
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
8
項
目
の
指
嫡
要
望
事
項
は
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
市
長
に
要
望
し
た

も
の
で
す
。

指

摘

要

望

事

項

。
財
政
に
つ
い
て
は
、
各
獲
財
政
指
僚
が
示

す
と
お
り
硬
直
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
公
債
慢
の
負
担
問
へ
の
対
策

ゃ
、
さ
ら
な
る
窃

umm業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
る

一
』
』
』
。

。
職
員
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
磁
場
開
鳩
山田
や

勤
務
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
偲
室
面
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
安
全

衛
生
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

。
地
区
ホ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
利
用

す
る
地
岡
崎
の
ニ
!
ズ
を
十
分
に
把
娠
し
な

が
り
…
怨
巡
す
る
こ
と
。

ま
た
、
既
級
地
区
ホ
l
ル
に
つ
い
て

は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
面
な
ど
に
対
す
る
利

便
性
の
向
上
を
図
り
、
利
用
促
進
に
努
め

る
こ
と
。

。
約
急
医
煩
に
つ
い
て
は
、
外
純
系
医
療
も

含
め
た
後
方
支
援
の
充
実
を
図
リ
、
万
全

の
体
制
を
姿
え
る
こ
と。

O
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
生
ご
み
資
源
化

の
縫
進
な
ど
に
よ
り
減
量
化
を
図
る
こ
と
。

家
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
ご
み
出
し
マ
ナ
i
の
慈
化
お
よ
び
力

ラ
ス
彼
笛
へ
の
十
分
な
対
策
を
絹
じ
、
聞
刷

規
奨
化
に
努
め
る
こ
と
・

。
商
庖
衡
の
活
性
化
お
よ
び
中
小
企
業
へ
の

支
爆
に
つ
い
て
は
、
突
出
胆
し
た
名
様
支
段

施
策
の
効
果
を
調
査
分
析
し
.
現
状
を
的

砲
に
相
題
す
る
こ
と
に
よ
り
、
厳
し
い
経

済
環
浪
下
に
お
け
る
実
効
あ
る
絡
事
乞
積

侵
的
に
錐
進
す
る
こ
と
・

。
特
定
優
良
質
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
入
居
実
態
を
踏
ま
え
、

家
賃
補
助
の
鼠

充
や
所
得
制
限
の
握
和
を
図
る
な
ど
‘
よ

り
効
果
的
な
施
策
の
実
絡
に
よ
り
市
民
の

往
宅
需
要
に
こ
た
え
る
こ
と
。

。
少
人
数
学
習
指
母
教
員
配
盗
宿
刷
業
に
つ
い

て
は
、
き
め
細
か
な
指
由
時
の
推
進
に
向
け

て
、
今
後
、
対
象
学
年
の
郷
充
を
悶
れ
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
.

回

国

国

市
政
に
関
す
る
一

般
質
問
が
、

9
月
初
日

か
ら
叩
月
3
Bま
で
の
4
日
間
、
ロ
名
の
議

員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
問
涜
目

は
次
の
と
応
り
で
す
。

本
市
の
総
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

P
F
1
窃
策
に
つ
い
て

公
園
か
ら
広
が
る
花
の
都
ち
ぱ
に
つ
い
て

一平
和
行
政
に
つ
い
て

食
の
安
全
に
つ
い
て

ご
み
の
有
料
制
に
つ
い
て

J
U

子
和
哩清
水
の
利
用
計
画
と
笠
備
に
つ
い
て

O
子
ど
も
た
ち
の
森
の
構
想
に
つ
い
て

A
V

環同胞
に
つ
い
て

R

歴
史
を
伝
え
.
新
し
い
伝
統
を
つ
く
る

「干
葉
市
教
育
」
の
創
造
に
つ
い
て

，
袋
'
笠
元
全
週
5
日
制
に
と
も
な
・
つ
採
砲
に

つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

千葉市議会
ホームページの

お知らせ

本市級会のホームページでは、会縁日程

や会議の結集、 iln賀会のしくみ議員名簿な

どをtslUしています。

さらに会Bití1の倹索と随~もできます。

毎定例会の図緩や総決結果は、できるだ

け濃やかに更新し、タイムリーな情報をお

。屈けいたしますので、より多くの市民の

|方々にアクセスしていただければ幸同れ|

ホームページアドレス(;P.欠のとおりです'.1

http://WVN1.city.chiba.jp/gikai/ 

t.i:eS.陰忽録の倹素と閲覧jに直援アクセ

スされる方は、>>.!のアドレスとなります.

f点字版と録音版
(うたープ)の
市議会だより

自の不自由な方に、市111会の活動
をお知らせするため‘「ち1:市諸会
だよリjの点字販と録音燭 伊ープ)
を作成しています.
ご希望の方i書、ご連結くたさい.

r::二川人でコーナー

465聴qJご案内

平成J4年第4@JlE例会は、11月27
B捌こ開会する予定です.
本書是認1;1".原目IJとして公開してい

ますので、どなたでも傍聴できます.
傍聴健、本会問の主話回、t貴金棟 1

階で受け付けています.
会議の群しい日施((l、11月22自白鴎

に決まる予定です.

タ静
表
紙
の
写
真
は
、

8
向

8
自
に
行
わ
れ
子
占
必
宇
佐
占

級
会
の
微
子
で
す
。

史
差
額
会
は
、

次
代

を
担
う
若
者
に
、
議
会
の
し
く
み
や
市
政

に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し
た
も
の
で
、

各
校
の
代
表
お
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
白
は
、
市
議
会
さ
な
が
ら
に、

議
長
・

副
議
長
の
選
挙
.
か
行
わ
れ
た
ほ
か
、
汚
名

の
中
学
生
議
員
よ
り
、

日
ご
ろ
疑
問
に
怨

じ
て
い
る
こ
と
や
本
市
へ
の
妥
盟
な
ど
、
市

政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

限
後
に
、
『
優
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
午

葉
市
」
「
美
し
い
ま
ち
千
葉
市
-
な
ど
5
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
目
僚
と
す
る

「子
一葉
市

中
学
生
議
会
宣
言
」
が
、

全
会
一

政
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
e

すまe
L
V
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